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厚
生
年
金
保
険
法
附
則
八
条
に
基
づ
く
特
別
支
給
の
老
齢
厚
生
年
金
に
係
る
退
職
改
定
に
お
け
る
受
給
権
者
要
件
の
要
否

平
成
二
九
年
四
月
ニ
―
日
最
高
裁
判
所
第
二
小
法
廷
判
決
（
麟
鰐
叡
底
』
峠
鯰
藍
琴
麟
鰐
こ
鱈
覆
）
民
集
七
一
巻
四
号
七
二
六
頁
・
判
例
時
報

二
三
四
0
号
六
四
頁

【
事
実
】

x
（
原
告
、
被
控
訴
人
、
被
上
告
人
）
は
、
昭
和
ニ
―
年
九
月
一
八
日
生
ま
れ
の
男
性
で
あ
る
。
平
成
一
九
年
七
月
三
一
日
、

六
0
歳
で
あ
っ
た

X
が
旧
社
会
保
険
庁
長
官
に
対
し
、
特
別
支
給
の
老
齢
厚
生
年
金
（
譴
環
鯰
麟
賢
〕
）
の
裁
定
を
請
求
し
た
と
こ
ろ
、
九
月

一
三
日
、
受
給
権
の
発
生
日
を
平
成
一
八
年
九
月
一
七
日
、
被
保
険
者
期
間
を
四
三
三
月
と
し
て
裁
定
が
な
さ
れ
た
。
た
だ
し
、

X
は
な

お
も
就
労
し
て
お
り
厚
生
年
金
保
険
の
被
保
険
者
で
あ
り
、
所
定
の
事
由
に
該
当
し
た
た
め
、
当
該
年
金
の
全
部
に
つ
い
て
支
給
が
停
止

さ
れ
た
。
平
成
二
三
年
八
月
三
0
日
、
六
四
歳
―
一
か
月
の

X
は
退
職
し
、
翌
三
1

日
に
厚
生
年
金
保
険
の
被
保
険
者
資
格
を
喪
失
し
た

た
め
、
上
記
支
給
停
止
が
解
除
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

X
が
同
日
に
年
金
事
務
所
を
訪
れ
た
と
こ
ろ
、
年
金
見
込
額
試
算
シ
ス
テ
ム

（
耀
樗
咋
讀
鰐
臼
誌
巴
に
よ
り
、
後
述
の
退
職
改
定
が
さ
れ
る
こ
と
を
前
提
に
、
六
0
歳
か
ら
被
保
険
者
資
格
を
喪
失
し
た
月
ま
で
の
五

九
月
を
加
え
て
被
保
険
者
期
間
を
四
九
二
月
と
し
て
計
算
さ
れ
た
年
金
額
の
提
示
を
受
け
た
。
し
か
し
、
同
年
一

0
月
六
日
、
厚
生
労
働

大
臣
は
、

X
に
対
し
、
上
記
支
給
停
止
を
解
除
し
て
同
年
九
月
分
か
ら
特
別
支
給
の
老
齢
厚
生
年
金
の
支
給
を
開
始
す
る
こ
と
と
し
た

が
、
退
職
改
定
を
な
さ
ず
、
年
金
額
を
一
八
五
万
二
、
九
0
0
円
と
す
る
旨
の
本
件
処
分
を
し
た
。
こ
の
額
は
、
先
に
提
示
さ
れ
て
い
た
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ロ
X
が

y

（
な
お
、
年
金
見
込
額
試
算
シ
ス
テ
ム
は
、
後
述
の
本
件
と
同
種
て
。

見
込
額
よ
り
も
二
万
八
六
七
円
少
な
い
も
の
で
あ
っ
た
事
案
の
別
件
訴
訟
を
契
機
と
し
て
改
修
が
行
わ
れ
た
よ
う
で
あ
る

告
、
控
訴
人
、
上
告
人
）
を
相
手
と
し
、
本
件
処
分
の
取
消
し
を
求
め
た
の
が
本
件
訴
訟
で
あ
る
。

本
件
の
主
た
る
争
点
は
、
本
件
処
分
に
お
い
て
、
厚
生
年
金
保
険
法
（
〗
い
に
「
直
直
こ
迂
～
）
四
三
条
三
項
に
よ
る
退
職
改
定
が
な
さ
れ
な

か

っ

た

点

で

あ

る

。

．、去
（
平
成
二
四
年
八
月
二
二
日
法
律
第
六
三
号
に
よ
る
改
正
前
の
も
の
。
た
だ
し
、
同
法
に
よ
る
改
正
は
下
）
ま
次
の
よ
、
つ
に
規
定
し
て
い

退
職
改
定
に
つ
い
て
、
1
記
三
項
の
一
部
に
カ
ッ
コ
書
き
を
加
え
る
の
み
で
あ
り
、
改
正
後
も
規
定
内
容
に
実
質
的
な
変
更
は
な
い
|
‘

る
。
す
な
わ
ち
、
法
四
三
条
は
、
一
項
で
年
金
額
の
計
算
方
法
を
定
め
て
い
る
が
、
受
給
権
を
取
得
後
も
就
労
し
て
お
り
被
保
険
者
で
あ

る
者
に
つ
い
て
は
、
二
項
で
「
老
齢
厚
生
年
金
の
額
に
つ
い
て
は
、
受
給
権
者
が
そ
の
権
利
を
取
得
し
た
月
以
後
に
お
け
る
被
保
険
者
で

あ
っ
た
期
間
は
、
そ
の
計
算
の
基
礎
と
し
な
い
。
」
と
し
て
い
る
。
そ
の
上
で
、
こ
の
者
が
退
職
し
た
場
合
に
お
け
る
年
金
額
の
再
計
算

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

に
つ
い
て
、
三
項
が
、
「
①
被
保
険
者
で
あ
る
受
給
権
者
が
そ
の
被
保
険
者
の
資
格
を
喪
失
し
、
か
つ
、
②
被
保
険
者
と
な
る
こ
と
な
く

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

し
て
被
保
険
者
の
資
格
を
喪
失
し
た
日
か
ら
起
算
し
て
一
月
を
経
過
し
た
と
き
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
被
保
険
者
の
資

格
を
喪
失
し
た
月
前
に
お
け
る
被
保
険
者
で
あ
っ
た
期
間
を
老
齢
厚
生
年
金
の
額
の
計
算
の
基
礎
と
す
る
も
の
と
し
、
資
格
を
喪
失
し
た

日
か
ら
起
算
し
て
一
月
を
経
過
し
た
日
の
属
す
る
月
か
ら
、
年
金
の
額
を
改
定
す
る
。
」
と
定
め
て
い
る
（
鱈
5
：
噸
鰐
醐
鱈
」
＊
」
信
江
こ
闘

中
の
一
か
月
を
「
待
。

期
期
間
」
と
い
う
）

と
こ
ろ
で
、

X
は
平
成
二
三
年
九
月
一
七
日
に
六
五
歳
に
な
り
、
特
別
支
給
の
老
齢
厚
生
年
金
の
受
給
権
が
消
滅
し
た
こ
と
か
ら
、
一

一
月
七
日
、
厚
生
労
働
大
臣
は

X
に
対
し
、
退
職
改
定
を
し
た
上
で
被
保
険
者
期
間
を
四
九
二
月
と
し
て
本
来
支
給
の
老
齢
厚
生
年
金
の

戸’

裁
定
を
し
た
。
そ
の
た
め
、

X
が
特
別
支
給
の
老
齢
厚
生
年
金
の
支
給
を
受
け
ら
れ
る
の
は
九
月
分
の
み
で
あ
っ
た
。
本
件
で
は
、
こ
の

九
月
分
の
支
給
額
を
め
ぐ
っ
て
、

X
は
六

0
歳
に
な
り
特
別
支
給
の
老
齢
厚
生
年
金
の
受
給
権
を
取
得
後
も
被
保
険
者
資
格
を
有
し
て
お

り
、
六
四
歳
―
―
か
月
で
退
職
し
て
被
保
険
者
資
格
を
喪
失
し
た
が
、
こ
の
日
か
ら
一
か
月
の
待
期
期
間
の
経
過
時
に
は
六
五
歳
に
な
り

当
該
年
金
の
受
給
権
が
消
滅
し
た
と
こ
ろ
、
法
四
三
条
三
項
に
よ
る
退
職
改
定
を
す
る
た
め
に
は
待
期
期
間
の
経
過
時
に
お
い
て
も
当
該

（
国
ー
被
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年
金
の
受
給
権
者
で
あ
る
こ
と
（
麟
酎
哀
疇
這
）
が
必
要
で
あ
る
か
否
か
が
争
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

本
件
と
同
種
事
案
の
東
京
地
判
平
成
二
五
年
二
月
五
日
（
繹
汀
信
げ
ェ
）
（
麟
畔
麟
）
お
よ
び
東
京
高
判
平
成
二
五
年
七
月
四
日
（
軍
汀
信
万
）

は
、
受
給
権
者
要
件
を
必
要
と
解
し
、
請
求
を
棄
却
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
本
件
の
原
々
審
の
東
京
地
判
平
成
二
六
年
―
一
月
一
三
日

民
集
七
一
巻
四
号
七
五
七
頁
は
、
「
第
二
要
件
は
、
…
…
被
保
険
者
の
資
格
を
喪
失
し
た
日
か
ら
起
算
し
て
一
か
月
を
経
過
し
た
時
点
に

お
い
て
、
当
該
退
職
改
定
に
係
る
老
齢
厚
生
年
金
の
受
給
権
者
で
あ
る
こ
と
ま
で
を
も
要
件
と
し
て
定
め
る
も
の
で
は
な
い
と
解
す
る
の

が
相
当
で
あ
る
」
と
し
て
、

X
の
請
求
を
認
容
し
た
。
原
審
の
東
京
高
判
平
成
二
七
年
九
月
九
日
（
幌
繹
茫
虹
四
）
は
、

Y
の
控
訴
を
棄
却

し
た
た
め
、

Y
が
上
告
を
し
た
。

9

9

【
判
旨
】
原
判
決
を
破
棄
し
、
第
一
審
判
決
を
取
り
消
す
。

X
の
請
求
を
棄
却
す
る
。

「
日
ア
〔
中
略
〕
〔
法
四
三
条
〕
三
項
は
、
退
職
改
定
の
対
象
と
な
る
者
を
『
被
保
険
者
で
あ
る
受
給
権
者
』
と
定
め
て
い
る
以
上
、

待
期
期
間
を
経
過
し
た
時
点
に
お
い
て
も
当
該
年
金
の
受
給
権
者
で
あ
る
こ
と
を
退
識
改
定
の
要
件
と
し
て
い
る
も
の
と
解
す
る
の
が
文

理
に
沿
う
解
釈
で
あ
る
。

イ
ま
た
、
法
四
三
条
三
項
…
…
は
、
老
齢
厚
生
年
金
の
基
本
権
に
係
る
年
金
の
額
を
〔
受
給
権
者
が
被
保
険
者
で
あ
る
間
〕
の
被
保
険

者
期
間
を
も
計
算
の
基
礎
と
す
る
も
の
に
改
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、
基
本
権
に
基
づ
き
支
払
期
日
ご
と
に
支
払
う
も
の
と
さ
れ
る
保
険
給

付
の
額
を
、
既
に
発
生
し
た
保
険
給
付
の
額
も
含
め
、
当
該
改
定
後
の
基
本
権
を
前
提
と
し
た
も
の
に
改
定
す
る
こ
と
と
し
た
も
の
と
解

さ
れ
る
か
ら
、
法
は
、
退
職
改
定
が
さ
れ
る
待
期
期
間
の
経
過
時
点
に
お
い
て
も
当
該
年
金
の
基
本
権
が
存
す
る
こ
と
を
予
定
し
て
い
る

も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
に
加
え
、
特
別
支
給
の
老
齢
厚
生
年
金
に
つ
い
て
は
、
…
…
本
来
支
給
の
老
齢
厚
生
年
金
と
は
異
な

る
発
生
要
件
が
定
め
ら
れ
（
法
附
則
八
条
）
、
特
別
支
給
の
老
齢
厚
生
年
金
の
受
給
権
者
が
六
五
歳
に
達
し
た
と
き
は
、
受
給
権
が
消
滅
し

（
法
附
則
一

0
条
）
、
本
来
支
給
の
老
齢
厚
生
年
金
の
支
給
を
受
け
る
た
め
に
改
め
て
厚
生
労
働
大
臣
に
よ
る
裁
定
を
受
け
る
こ
と
と
さ
れ

て
お
り
（
法
三
三
条
）
、
特
別
支
給
の
老
齢
厚
生
年
金
の
基
本
権
の
内
容
と
本
来
支
給
の
老
齢
厚
生
年
金
の
そ
れ
と
を
必
ず
一
致
さ
せ
る

口



こ
と
は
予
定
さ
れ
て
い
な
い
と
解
さ
れ
る
こ
と
を
も
併
せ
考
え
る
と
、
上
記
ア
の
よ
う
に
解
す
る
こ
と
は
、
老
齢
厚
生
年
金
に
関
す
る
制

度
の
仕
組
み
等
に
沿
う
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
老
齢
厚
生
年
金
が
保
険
料
が
拠
出
さ
れ
た
こ
と
に
基
づ
く
給
付
と
し
て
の
性
格
を

有
し
て
い
る
こ
と
は
、
以
上
の
解
釈
を
左
右
す
る
も
の
で
は
な
い
。

ゥ
そ
う
す
る
と
、
特
別
支
給
の
老
齢
厚
生
年
金
に
つ
い
て
退
職
改
定
が
さ
れ
る
た
め
に
は
、
被
保
険
者
で
あ
る
当
該
年
金
の
受
給
権

者
が
、
そ
の
被
保
険
者
の
資
格
を
喪
失
し
、
か
つ
、
被
保
険
者
と
な
る
こ
と
な
く
し
て
待
期
期
間
を
経
過
し
た
時
点
に
お
い
て
も
、
当
該

年
金
の
受
給
権
者
で
あ
る
こ
と
を
要
す
る
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。

□
こ
れ
を
本
件
に
つ
い
て
み
る
に
、
…

・:xは
、
平
成
二
三
年
八
月
三
一
日
に
厚
生
年
金
保
険
の
被
保
険
者
の
資
格
を
喪
失
し
た

後
、
同
年
九
月
一
七
日
に
六
五
歳
に
達
し
て
お
り
、
同
月
三

0
日
を
経
過
し
た
時
点
で
は
特
別
支
給
の
老
齢
厚
生
年
金
の
受
給
権
者
で
な

か
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
同
月
分
の
当
該
年
金
の
額
に
つ
い
て
は
退
職
改
定
が
さ
れ
る
も
の
で
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
」

【
評
釈
】
結
論
及
び
理
由
づ
け
と
も
に
判
旨
に
反
対
。

本
判
決
は
、
〔
判
旨
ア
〕
に
お
い
て
、
厚
年
法
四
三
条
三
項
の
退
職
改
定
が
な
さ
れ
る
た
め
に
は
、
被
保
険
者
資
格
を
喪
失
し
て
か
ら

待
期
期
間
の
経
過
時
に
お
い
て
も
受
給
権
者
で
あ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
こ
れ
は
「
文
理
に
沿
う
解
釈
で
あ
る
」
と
判
示
し
た
。
そ
の

上
で
、
そ
れ
が
実
質
的
に
も
正
当
で
あ
る
こ
と
の
理
由
づ
け
を
〔
判
旨
イ
〕
で
二
つ
に
分
け
て
述
べ
て
お
り
、
実
質
的
理
由
づ
け
が
判
決

理
由
の
中
心
部
分
と
な
っ
て
い
る
。
以
下
で
は
、
文
理
解
釈
お
よ
び
二
つ
の
実
質
的
理
由
づ
け
に
つ
い
て
、
順
次
検
討
す
る
。

一
厚
年
法
四
三
条
三
項
の
文
理
解
釈
|
|
！
文
法
上
の
時
制
の
問
題
、
法
律
の
条
文
に
お
け
る
時
間
関
係

厚
年
法
四
三
条
三
項
が
待
期
期
間
を
課
し
て
い
る
の
は
、
二
項
と
の
関
係
上
、
同
一
企
業
内
で
の
他
の
事
業
所
へ
の
配
置
換
え
や
偽
装

退
職
の
よ
う
な
場
合
に
退
職
改
定
が
な
さ
れ
る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
、
被
保
険
者
資
格
を
喪
失
し
た
状
態
に
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
の

も
の
で
あ
る
（
琴
峠
鰐
譴
躊
麟
鯉
鍔
託
亨
五
鱈
譴
繹
号
謬
譴
噌
譴
〗
這
コ
蒻
羹
）
。
そ
の
意
味
で
は
、
待
期
期
間
と
受
給
権
者
で
あ
る
こ
と
と

の
間
に
直
接
の
関
係
は
な
い
。
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こ
う
し
た
厚
年
法
四
三
条
一
＿
一
項
に
つ
い
て
、
本
判
決
は
、
文
理
上
そ
こ
に
受
給
権
者
要
件
が
含
ま
れ
る
と
解
し
た
。
た
だ
、
そ
の
理
由

と
し
て
は
、
同
項
が
退
職
改
定
の
対
象
者
を
「
被
保
険
者
で
あ
る
受
給
権
者
」
と
定
め
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
の
み
で
あ
る
。
主
語
に

着
目
し
た
こ
と
は
分
か
る
が
、
文
理
解
釈
の
仕
方
が
示
さ
れ
て
い
な
い
。

こ
の
点
、
控
訴
審
に
お
い
て
、
国
側
は
「
か
つ
」
に
よ
っ
て
結
ば
れ
た
旬
の
文
法
構
造
に
着
目
し
た
解
釈
を
主
張
し
て
い
た
。
す
な
わ

ち
、
第
一
に
、
厚
年
法
四
三
条
三
項
の
「
被
保
険
者
で
あ
る
受
給
権
者
が
そ
の
被
保
険
者
の
資
格
を
喪
失
し
、
か
つ
、
被
保
険
者
と
な
る

こ
と
な
く
し
て
被
保
険
者
の
資
格
を
喪
失
し
た
日
か
ら
起
算
し
て
一
月
を
経
過
し
た
と
き
は
」
と
の
文
言
は
、
条
件
句
な
い
し
条
件
文
章

で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
そ
の
中
の
主
語
の
後
に
は
、
通
常
、
読
点
を
付
さ
な
い
が
、
こ
の
主
語
は
「
か
つ
」
に
よ
り
並
置
さ
れ
た
各
述
語

に
共
通
す
る
も
の
で
あ
る
。
第
二
に
、
同
項
の
「
か
つ
」
に
よ
り
並
置
さ
れ
た
「
そ
の
被
保
険
者
の
資
格
を
喪
失
し
」
と
の
述
語
及
び

「
被
保
険
者
と
な
る
こ
と
な
く
し
て
被
保
険
者
の
資
格
を
喪
失
し
た
日
か
ら
起
算
し
て
一
月
を
経
過
し
た
」
と
の
述
語
の
内
容
に
照
ら
せ

ば
、
前
者
の
述
語
で
規
定
さ
れ
る
事
柄
と
後
者
の
述
語
で
規
定
さ
れ
る
事
柄
が
時
間
的
な
先
後
関
係
を
表
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ

る。
も
っ
と
も
、
原
判
決
は
こ
の
主
張
を
斥
け
、
「
厚
年
法
四
三
条
三
項
の
規
定
の
文
言
の
み
か
ら
、
時
間
的
な
先
後
関
係
の
全
期
間
に
わ

た
っ
て
受
給
権
者
要
件
が
継
続
し
て
い
る
こ
と
を
要
す
る
こ
と
が
一
義
的
に
明
ら
か
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
で
き
ず
」
と
判
示
し
て
い

法
令
用
語
と
し
て
の
「
か
つ
」
の
意
味
に
つ
い
て
は
、
「
『
及
び
』
、
『
並
び
に
』
と
と
も
に
、
接
続
詞
と
し
て
、
併
合
的
連
結
の
た
め
に

用
い
ら
れ
る
用
語
」
（
麟
苔
譴
鰐
〗
厨
屠

l
-
0
0

一
這
闘
）
で
あ
り
、
「
連
結
さ
れ
る
語
が
互
い
に
密
接
不
可
分
で
、
両
方
の
語
を
一
体
と
し
て
用
い

る
こ
と
に
よ
り
そ
の
意
味
が
完
全
に
表
せ
る
よ
う
な
場
合
に
は
、
そ
の
と
き
の
語
感
か
ら
、
『
か
つ
』
で
連
結
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
」
（
犀

彗
筐
墨
戸
噂
ロ
0107巳
贔
羞
訊
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
そ
う
す
る
と
、
「
か
つ
」
の
前
後
は
一
体
で
あ
り
、
法
四
三
条
三
項
に
お
い
て

）
 

第
一
要
件
と
第
二
要
件
を
切
り
離
せ
な
い
と
の
解
釈
が
導
か
れ
う
る
。
し
か
し
、
原
判
決
が
指
摘
し
て
い
た
よ
う
に
、
両
者
の
間
に
〈
被

ニ
ニ
五
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保
険
者
で
あ
る
受
給
権
者
〉
↓
〈
被
保
険
者
資
格
の
喪
失
↓
待
期
期
間
の
経
過
〉
と
い
う
流
れ
し
か
あ
り
得
な
い
わ
け
で
は
な
い
。

そ
も
そ
も
、
法
律
の
条
文
に
お
け
る
時
間
関
係
に
つ
い
て
は
、
何
ら
か
の
厳
密
な
用
法
が
確
立
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ

る
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
参
考
事
例
と
し
て
、
公
害
防
止
事
業
費
事
業
者
負
担
法
（
詞
麟
鰐
畔
三
訊
年
）
三
条
の
適
用
関
係
が
争
わ
れ
た

名
古
屋
地
判
昭
和
六
一
年
九
月
二
九
日
判
例
時
報
―
ニ
―
七
号
四
六
頁
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
判
決
で
は
、
「
国
語
上
の
用
法

と
し
て
は
、
『
行
な
い
』
〔
と
い
う
動
詞
は
〕
は
現
在
及
び
過
去
の
両
時
制
を
含
み
う
る
」
と
判
示
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
被
告
市
側
が
主

張
し
て
い
た
よ
う
に
、
い
我
が
国
語
は
時
制
（
過
去
・
現
在
・
未
来
）
の
表
現
が
必
ず
し
も
明
確
に
区
別
さ
れ
て
は
お
ら
ず
、
動
詞
そ
の

も
の
に
過
去
形
・
現
在
形
・
未
来
形
と
い
う
よ
う
な
区
別
を
持
た
な
い
、
②
も
し
現
在
の
み
を
指
す
場
合
に
は
、
「
現
に
行
い
」
と
い
う

ょ

う

に

修

飾

語

を

付

け

る

こ

と

に

よ

り

時

間

的

な

制

限

が

明

確

に

さ

れ

て

い

る

。

‘

こ
う
し
た
時
制
の
理
解
を
踏
ま
え
る
と
、
厚
年
法
四
三
条
三
項
の
文
理
解
釈
と
し
て
受
給
権
者
要
件
を
求
め
る
こ
と
は
自
然
で
は
あ
る

も
の
の
、
こ
れ
の
み
が
唯
一
導
か
れ
る
解
釈
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
「
被
保
険
者
で
あ
る
受
給
権
者
」
の
「
あ
る
」
を
、
第
二
要
件

と
の
関
係
で
は
過
去
形
で
も
あ
り
得
る
と
解
釈
す
る
こ
と
、
し
た
が
っ
て
、
「
被
保
険
者
で
あ
る
受
給
権
者
（
特
別
支
給
の
老
齢
厚
生
年
金（立

の
受
給
権
を
喪
失
し
、
本
来
支
給
の
老
齢
厚
生
年
金
の
受
給
権
を
取
得
し
た
者
を
含
む
。
）
」
と
解
釈
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
法

論
と
し
て
は
、
こ
の
カ
ッ
コ
瞥
き
を
追
加
す
る
等
の
改
正
を
行
う
こ
と
。
）
 

で
、
本
件
の
よ
う
な
案
件
に
も
容
易
に
対
応
で
き
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か

二
基
本
権
と
支
分
権
の
区
別
、
退
職
改
定
の
性
質
・
効
果

本
判
決
に
お
け
る
第
一
の
実
質
的
理
由
づ
け
は
、
〔
判
旨
イ
〕
の
と
お
り
、
基
本
権
と
支
分
権
と
の
区
別
に
基
づ
き
、
「
法
は
、
退
職
改

定
が
さ
れ
る
待
期
期
間
の
経
過
時
点
に
お
い
て
も
当
該
年
金
の
基
本
権
が
存
す
る
こ
と
を
予
定
し
て
い
る
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

こ
の
区
別
と
退
職
改
定
と
の
関
係
は
、
本
件
の
上
告
代
理
人
定
塚
誠
ほ
か
の
上
告
受
理
申
立
て
理
由
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
説
か
れ
て

お
り
、
本
判
決
は
こ
れ
を
支
持
し
た
も
の
と
言
え
る
。
「
厚
生
年
金
保
険
に
関
す
る
権
利
は
、
年
金
た
る
保
険
給
付
を
受
け
る
権
利
と
し

て
の
基
本
権
（
受
給
権
）
と
保
険
給
付
の
支
給
を
受
け
る
権
利
で
あ
る
支
分
権
と
に
分
け
ら
れ
る
。
保
険
給
付
の
額
（
年
金
額
）
は
、
基

一
三
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- rヽノ



行
政
判
例
研
究

0

翌
1

九
0
四一

（第
94
巻
第
九
号
）

本
権
（
受
給
権
）
の
本
質
的
内
容
で
あ
り
、
年
金
額
の
改
定
は
、
受
給
権
の
内
容
を
変
更
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
受
給
権
が
存
在
し
な

け
れ
ば
、
年
金
額
の
改
定
の
効
果
は
生
じ
な
い
。
そ
の
た
め
、
年
金
額
の
改
定
事
由
が
生
じ
た
時
点
に
お
い
て
、
改
定
の
対
~
で
あ
る
受

給
権
が
存
在
す
る
必
要
が
あ
り
、
受
給
権
が
消
滅
し
た
後
に
改
定
事
由
が
生
じ
た
と
し
て
も
、
改
定
の
効
果
は
生
じ
な
い
」
（
麟
這
芦
炉
輝
四
）
。

確
か
に
、
年
金
額
の
改
定
の
性
質
を
踏
ま
え
る
と
、
本
判
決
の
上
記
判
示
は
、
通
常
で
あ
れ
ば
当
然
の
こ
と
と
言
え
る
。
と
い
う
の
も
、

こ
こ
で
改
定
と
は
、
裁
定
に
よ
り
確
認
さ
れ
た
受
給
権
の
存
在
や
金
額
等
を
前
提
に
、
裁
定
後
の
事
情
に
よ
っ
て
年
金
額
を
変
更
す
る
こ

と
を
い
う
と
解
さ
れ
、
厚
年
法
三
五
条
一
項
が
裁
定
と
改
定
の
文
言
を
並
列
的
に
用
い
て
い
る
よ
う
に
、
両
者
は
区
別
さ
れ
る
（
亨
己
喜
麟

翡
這
二
望
芦
[
-
可
応
幹
〗
」
（
翡
隠
立
冥
）
。
退
職
改
定
に
つ
い
て
言
え
ば
、
被
保
険
者
の
資
格
を
喪
失
し
た
月
前
に
お
け
る
被
保
険
者
で

あ
っ
た
期
間
を
今
後
の
年
金
額
の
計
算
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
裁
定
そ
れ
自
体
の
遡
及
的
な
訂
正
で
は
な
く
、
通
常
は

受
給
権
を
将
来
的
に
変
更
す
る
こ
と
で
あ
る
た
め
、
受
給
権
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
前
提
と
な
る
。

し
か
し
、
受
給
権
（
基
本
権
）
の
消
滅
後
に
そ
の
改
定
を
す
る
こ
と
が
あ
り
得
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
も
し
遡
及
改
定
を
認
め
る
と
す

れ
ば
、
本
件
の
よ
う
な
場
合
に
お
い
て
も
退
職
改
定
を
す
る
こ
と
は
可
能
だ
か
ら
で
あ
る
。
遡
及
改
定
は
将
来
に
向
け
て
年
金
額
の
改
定

を
行
う
こ
と
で
は
な
く
、
こ
う
し
た
遡
及
的
行
政
行
為
に
つ
い
て
法
律
が
明
文
規
定
を
置
く
の
は
稀
で
あ
る
か
ら
、
こ
こ
で
の
問
題
は
、

法
律
の
趣
旨
が
こ
れ
を
授
権
し
て
い
る
と
解
釈
で
き
る
か
否
か
で
あ
る
。
そ
こ
で
次
に
、
こ
う
し
た
観
点
か
ら
、
厚
年
法
の
趣
旨
を
検
討

す
る
。

特
別
支
給
の
老
齢
厚
生
年
金
の
仕
組
み
と
そ
の
趣
旨

曰
退
職
改
定
お
よ
び
特
別
支
給
の
老
齢
厚
生
年
金
に
係
る
厚
年
法
の
沿
革

本
判
決
に
お
け
る
第
二
の
実
質
的
理
由
づ
け
は
、
〔
判
旨
イ
〕
の
と
お
り
、
「
特
別
支
給
の
老
齢
厚
生
年
金
の
基
本
権
の
内
容
と
本
来
支

給
の
老
齢
厚
生
年
金
の
そ
れ
と
を
必
ず
一
致
さ
せ
る
こ
と
は
予
定
さ
れ
て
い
な
い
と
解
さ
れ
る
こ
と
を
も
併
せ
考
え
る
と
、
〔
受
給
権
者

要
件
を
求
め
る
こ
と
〕
は
、
老
齢
厚
生
年
金
に
関
す
る
制
度
の
仕
組
み
等
に
沿
う
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

一
三
七
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こ
の
判
示
は
、
本
件
当
時
の
厚
年
法
の
構
成
か
ら
、
本
来
支
給
．
の
老
齢
厚
生
年
金
と
特
別
支
給
の
老
齢
厚
生
年
金
と
が
法
令
上
の
根
拠
規

定
や
要
件
を
異
に
し
て
い
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
い
る
。

そ
の
一
方
で
、
原
判
決
は
、
退
職
改
定
の
制
度
が
創
設
さ
れ
た
昭
和
四
0
年
改
正
法
の
趣
旨
や
、
特
別
支
給
の
老
齢
厚
生
年
金
の
制
度

が
創
設
さ
れ
た
昭
和
六
0
年
改
正
法
の
趣
旨
を
踏
ま
え
て
、
退
職
改
定
に
お
い
て
は
受
給
権
者
要
件
ま
で
は
求
め
ら
れ
な
い
と
解
し
て
い

た
。
上
告
受
理
申
立
て
理
由
で
も
、
厚
年
法
の
沿
革
は
検
討
さ
れ
て
い
た
。
最
高
裁
で
は
こ
の
点
が
全
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
な
い
が
、

や
は
り
、
厚
年
法
の
沿
革
と
そ
の
趣
旨
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

ま
ず
、
厚
年
法
の
昭
和
四
0
年
改
正
法
（
暉
麟
記
嘩
認
平
）
に
よ
り
、
支
給
開
始
年
齢
が
六
0
歳
で
あ
っ
た
当
時
の
「
老
齢
年
金
」
に
つ

い
て
、
六
五
歳
に
達
し
た
後
は
在
職
中
で
あ
っ
て
も
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
（
疇
翠
〗
量
聾
麟
鱈
釦
麟
）
。
こ
の
場
合
、
老
齢

年
金
の
受
給
者
で
あ
る
と
同
時
に
、
被
保
険
者
で
も
あ
り
被
保
険
者
期
間
が
追
加
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
た
受
給
権
を
取
得

後
の
被
保
険
者
期
間
の
取
扱
い
に
つ
い
て
、
昭
和
四
0
年
改
正
法
は
、
現
四
三
条
二
項
・
三
項
と
同
様
の
退
職
改
定
に
関
す
る
規
定
を
置

い
た
（
卿
碍
襲
―
-
）
。
な
お
、
こ
の
改
正
法
の
時
点
で
は
、
退
職
改
定
の
対
象
と
な
り
得
る
六
五
歳
以
上
の
者
の
受
給
権
が
消
滅
す
る
の
は

「
死
亡
」
し
た
場
合
の
み
で
あ
り
（
祖
ュ
）
、
生
存
中
に
退
職
改
定
が
行
わ
れ
る
際
に
受
給
権
が
あ
る
こ
と
は
当
然
で
あ
っ
た
。

次
に
、
昭
和
六
0
年
改
正
法
（
暉
麟
鯰
恥
芸
鰐
竺
）
に
よ
り
、
老
齢
厚
生
年
金
（
磯
繹
疇
麟
麟
）
の
支
給
開
始
年
齢
が
六
五
歳
に
引
き
上
げ
ら
れ
た

（
鰐
聾
正
）
。
被
保
険
者
資
格
は
六
五
歳
未
満
と
さ
れ
る
と
と
も
に
（
仁
噂
）
、
前
記
の
在
職
老
齢
年
金
制
度
は
廃
止
さ
れ
、
六
五
歳
以
上
で

あ
れ
ば
所
得
に
関
係
な
く
支
給
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
も
っ
と
も
、
こ
の
当
時
は
六
0
歳
か
そ
れ
以
下
で
の
定
年
退
職
が
一
般
的
で
あ

っ
た
た
め
、
年
金
の
支
給
開
始
年
齢
に
達
す
る
ま
で
の
間
は
「
老
齢
厚
生
年
金
の
特
例
」
が
認
め
ら
れ
、
六
0
歳
か
ら
六
五
歳
未
満
の
者

等
を
対
象
と
す
る
特
別
支
給
の
老
齢
厚
生
年
金
の
制
度
が
附
則
の
中
に
創
設
さ
れ
た
（
麟
麟

Ii店
麟
暉
二
輝
鯉
疇
輝
謹
暉
撃
戸
麟
讐
疇
耀
叫
叫
叡
麟
噂
麟

讐
譴
闘
『
5
叡
虹
釘
麟
翫
纏
麟
暑
翠
直
年
噂

81戸
碍
亨
噂
）
。
そ
し
て
、
特
別
支
給
の
老
齢
厚
生
年
金
の
受
給
者
が
な
お
も
被
保
険
者

で
あ
る
場
合
が
あ
り
得
る
と
こ
ろ
、
こ
の
場
合
に
つ
い
て
は
前
記
の
在
職
老
齢
年
金
制
度
を
引
き
継
ぐ
こ
と
と
し
た
（
鱈
広
誓
蜘
雙
麟
鴨
事

（第
94巻
第
九
号
）
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九
号
（
昭
和
五
九
年
七
月
二
六
日
）
八
頁
、
三
一
頁
（
厚
）
。
こ
れ
に
合
わ
せ
て
、
昭
和
六

0
年
改
正
法
で
は
、
昭
和
四

0
年
改
正
法
四
三
条
三
項
・
四
項

生
年
金
局
長
で
あ
っ
た
吉
原
健
二
政
府
委
員
の
答
弁
）

の
規
定
が
同
じ
文
言
の
ま
ま
附
則
に
移
さ
れ
た
言
芸
言
）
。
な
お
、
在
職
中
は
所
得
に
応
じ
た
支
給
停
止
も
可
能
と
な
っ
た
。
〗

そ
の
後
、
平
成
―
二
年
三
月
三
一
日
法
律
第
一
八
号
に
よ
る
改
正
に
よ
り
、
老
齢
厚
生
年
金
の
被
保
険
者
資
格
が
七

0
歳
未
満
と
さ
れ

た
（
炉
謬
麟
）
。
支
給
開
始
年
齢
は
六
五
歳
で
あ
る
た
め
、
本
則
中
の
本
来
支
給
の
老
齢
厚
生
年
金
に
お
い
て
も
そ
の
受
給
者
が
な
お
も
被

保
険
者
で
あ
る
場
合
が
生
じ
る
こ
と
と
な
り
、
こ
の
場
合
に
つ
い
て
も
退
職
改
定
を
す
る
必
要
が
生
じ
た
た
め
、
退
職
改
定
の
規
定
は
再

四
三
条
二
項
・
三
項
|
|
本
て
。

び
本
則
に
移
さ
れ
た
（
件
当
時
お
よ
ぴ
現
行
の
規
定

□
昭
和
六

0
年

改

正

法

の

趣

旨

，

、

以
上
の
よ
う
に
昭
和
六
0
年
改
正
法
に
よ
っ
て
創
設
さ
れ
た
特
別
支
給
の
老
齢
厚
生
年
金
の
制
度
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
支
給
開
始
年
齢

の
引
上
げ
に
と
も
な
う
経
過
措
置
（
激
変
緩
和
措
置
）
で
あ
る
（
鰐
嗜
苫
o『
噸
麟
讐
塁
竺
翫
）
。
経
過
措
置
の
位
置
づ
け
に
関
し
て
、
附
則
八

条
は
特
別
支
給
の
老
齢
厚
生
年
金
を
「
当
分
の
間
」
の
措
置
と
し
て
お
り
、
昭
和
六
0
年
改
正
法
の
時
点
で
は
、
こ
れ
が
具
体
的
に
い
つ

ま
で
か
は
未
定
と
さ
れ
て
い
た
。
た
だ
、
将
来
的
に
は
こ
れ
を
廃
止
す
る
こ
と
は
念
頭
に
置
か
れ
て
お
り
、
定
年
制
の
動
向
や
高
齢
者
の

雇
用
実
態
に
合
わ
せ
て
今
後
検
討
し
て
い
く
と
さ
れ
て
い
た
（
酬
応
匹
繹
疇
彗
譴
嘔
逮
詞
這
麟
祠
麟
麟
鴫
暉
応
戸
祠
）
。
な
お
、
現
在
で
は
、
男
性

で
は
昭
和
三
六
年
四
月
二
日
以
降
に
生
ま
れ
た
者
、
女
性
で
は
昭
和
四
一
年
四
月
二
日
以
降
に
生
ま
れ
た
者
に
は
、
特
別
支
給
の
老
齢
厚

生
年
金
は
支
給
さ
れ
な
い
（
鱈
遵
韮
翌
誌
閂
彗
噂
）
。

と
こ
ろ
で
、
本
件
で
問
題
と
な
っ
て
い
る
退
職
改
定
そ
れ
自
体
は
厚
年
法
の
本
則
四
三
条
三
項
で
定
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
規
定
内
容

は
昭
和
四
0
年
改
正
法
か
ら
同
じ
で
あ
る
(LL
這
噸
這
這
麟
応
翌
畔
訳
認
鱈
饂
[
)
。
同
項
は
、
本
来
支
給
の
老
齢
厚
生
年
金
に
も
適
用
さ
れ
得

ー
ー
る
。
し
か
し
、
本
件
で
は
、
六
五
歳
に
な
り
経
過
措
置
で
あ
る
特
別
支
給
の
老
齢
厚
生
年
金
か
ら
本
来
支
給
の
老
齢
厚
生
年
金
へ
の
移
行

の
際
に
、
前
者
の
退
職
改
定
が
な
さ
れ
な
い
こ
と
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
一
種
の
経
過
問
題
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で

き
る
。

ニ
ニ
九
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そ
し
て
、
原
判
決
で
は
経
過
問
題
で
あ
る
こ
と
が
意
識
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
こ
と
か
ら
次
の
解
釈
論
的
帰
結
が
導
か
れ
て
い
た
。

わ
ち
、
「
特
別
支
給
の
老
齢
厚
生
年
金
と
本
来
支
給
の
老
齢
厚
生
年
金
と
が
別
個
の
年
金
と
し
て
設
け
ら
れ
た
と
し
て
も
、
上
記
の
趣
旨

に
照
ら
せ
ば
，
六
五
歳
に
達
し
た
時
点
に
お
い
て
、
特
別
支
給
か
ら
本
来
支
給
へ
移
行
す
る
に
当
た
っ
て
、
連
携
を
持
た
せ
た
制
度
設
計

が
さ
れ
て
い
る
も
の
と
し
て
解
釈
す
べ
き
で
あ
り
、
不
均
衡
が
発
生
す
る
こ
と
が
当
然
で
あ
る
か
の
よ
う
な
解
釈
を
正
当
と
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
」
。
経
過
問
題
の
円
滑
な
処
理
と
い
う
点
で
は
、
こ
の
判
示
が
妥
当
と
思
わ
れ
る
が
、
最
高
裁
は
こ
れ
を
「
是
認
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
」
と
解
し
た
の
で
あ
っ
た
。

J
.

曰

年

金

関

連

の

経

過

措

置

を

め

ぐ

る

裁

判

例

．

年
金
関
連
の
経
過
措
置
に
関
す
る
裁
判
例
は
少
な
い
が
、
そ
の
中
に
は
、
経
過
措
置
で
あ
る
こ
と
や
法
令
の
沿
革
を
考
慮
し
て
い
る
も

の
が
あ
る
。
昭
和
五
二
年
五
月
二
七
日
法
律
第
四
八
号
（
頭
吟
狐
麒
予
）
に
よ
る
国
民
年
金
法
の
改
正
に
関
す
る
事
例
で
あ
る
。
．

老
齢
福
祉
年
金
の
受
給
権
者
に
つ
き
、
前
年
の
所
得
が
一
定
額
を
超
え
る
場
合
、
こ
の
改
正
前
は
五
月
か
ら
翌
年
四
月
ま
で
支
給
を
停

止
す
る
と
定
め
ら
れ
て
い
た
が
、
改
正
法
は
年
金
の
支
払
期
日
を
改
め
た
こ
と
と
の
関
係
上
、
支
給
停
止
期
間
を
八
月
か
ら
翌
年
七
月
ま

で
に
変
更
し
た
。
そ
し
て
、
改
正
法
附
則
三
条
は
、
「
昭
和
五
二
年
七
月
以
前
〔
注
、
改
正
法
の
施
行
前
〕
の
月
分
の
福
祉
年
金
の
支
給
の

停
止
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。
」
と
し
た
。
こ
の
経
過
規
定
に
よ
り
、
改
正
前
の
規
定
に
基
づ
き
昭
和
五
二
年
五
月
か
ら

翌
年
四
月
ま
で
の
間
年
金
の
支
給
が
停
止
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
者
に
つ
い
て
は
、
こ
の
期
間
に
加
え
て
、
改
正
法
の
施
行
後
は
同

法
が
適
用
さ
れ
、
支
給
停
止
期
間
が
七
月
ま
で
（
計
一
五
か
月
）
と
さ
れ
た
。
そ
こ
で
、
延
長
さ
れ
た
三
か
月
分
の
年
金
に
つ
い
て
原
告

が
国
家
賠
償
請
求
を
し
た
と
こ
ろ
、
鳥
取
地
判
昭
和
五
五
年
三
月
一
三
日
判
例
時
報
九
六
九
号
一

0
三
頁
は
こ
れ
を
認
容
し
た
が
、
控
訴

審
の
広
島
高
裁
松
江
支
判
昭
和
五
六
年
五
月
'
-
三
日
判
例
タ
イ
ム
ズ
四
五
二
号
一
―
五
頁
は
請
求
を
棄
却
し
た
。

た
だ
、
こ
の
控
訴
審
判
決
で
は
、
経
過
措
置
に
関
し
て
次
の
よ
う
な
審
査
が
な
さ
れ
て
い
た
点
が
注
目
さ
れ
る
。
い
「
法
改
正
あ
る
い

は
そ
れ
に
伴
う
経
過
措
置
を
定
め
、
又
は
そ
れ
ら
の
規
定
の
解
釈
に
当
た
っ
て
は
、
既
得
権
の
侵
害
を
す
る
こ
と
の
な
い
よ
ヽ
つ
注
意
し
な

一
四
〇

す
な

f
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け
れ
ば
な
ら
な
い
」
が
、
本
件
の
よ
う
に
未
到
来
の
月
の
支
分
権
に
つ
い
て
支
給
停
止
期
間
を
延
長
す
る
こ
と
は
「
財
産
権
又
は
既
得
権

の
侵
害
と
な
ら
な
い
以
上
、
…
…
経
過
措
置
を
ど
う
定
め
る
か
は
、
立
法
裁
量
の
問
題
」
で
あ
る
、
②
「
一
部
改
正
法
、
同
附
則
の
立
法

に
あ
た
っ
て
昭
和
五
一
年
の
所
得
超
過
者
が
連
続
し
て
一
五
か
月
分
の
支
給
停
止
と
な
ら
ぬ
よ
う
に
検
討
し
た
が
、
事
務
関
係
の
技
術
上

困
難
が
あ
っ
た
た
め
、
事
務
関
係
の
技
術
上
の
理
由
の
み
に
よ
っ
て
本
件
改
正
の
経
過
措
置
が
定
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
の

で
、
…
…
立
法
裁
量
の
範
囲
を
逸
脱
し
、
又
は
裁
量
権
を
濫
用
し
た
違
法
は
な
い
」
。

四

本

判

決

の

検

討

．

先
に
述
べ
た
と
お
り
本
件
で
は
経
過
措
置
に
関
連
す
る
解
釈
問
題
が
提
起
さ
れ
て
お
り
、
、
し
か
も
九
月
分
の
支
分
権
が
発
生
し
て
い
る

以
上
、
立
法
上
だ
け
で
な
く
解
釈
上
も
、
経
過
措
置
か
ら
制
度
本
体
へ
の
移
行
時
に
お
い
て
不
利
益
を
生
じ
さ
せ
な
い
よ
う
配
慮
す
べ
き

で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
つ
ま
り
、
退
職
改
定
の
時
点
に
お
い
て
ま
で
特
別
支
給
の
老
齢
厚
生
年
金
の
基
本
権
（
受
給
権
）
を
有
し
て
い

る

必

要

は

な

い

と

解

す

る

こ

と

が

、

厚

年

法

の

趣

旨

に

適

う

も

の

で

あ

っ

た

は

ず

で

あ

る

。

｀

し
た
が
っ
て
、
本
判
決
が
厚
年
法
の
沿
革
を
考
慮
せ
ず
、
そ
の
た
め
に
特
別
支
給
の
老
齢
厚
生
年
金
が
経
過
措
置
で
あ
る
こ
と
を
考
慮

し
な
か
っ
た
点
に
は
、
疑
問
が
残
る
。
最
高
裁
は
、
当
該
年
金
が
最
長
五
年
間
に
わ
た
り
支
給
さ
れ
る
こ
と
や
、
こ
の
制
度
自
体
も
相
当

長
く
存
続
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
特
別
支
給
の
老
齢
厚
生
年
金
と
本
来
支
給
の
老
齢
厚
生
年
金
と
を
同
等
の
二
つ
の
制
度
と
捉
え
た
上

で
、
厚
年
法
は
両
者
の
接
続
に
つ
い
て
特
に
定
め
て
お
ら
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
た
制
度
で
あ
る
、
と
い
う
の
が
「
老
齢
厚
生
年
金
に
関

す
る
制
度
の
仕
組
み
」
で
あ
る
と
解
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

な
お
、
本
判
決
は
「
老
齢
厚
生
年
金
が
保
険
料
が
拠
出
さ
れ
た
こ
と
に
基
づ
く
給
付
と
し
て
の
性
格
を
有
し
て
い
る
こ
と
」
は
結
論
を

左
右
し
な
い
と
述
べ
て
い
る
が
、
保
険
料
の
拠
出
は
、
経
過
問
題
に
関
し
て
は
上
記
の
よ
う
な
解
釈
を
求
め
る
要
素
の
一
っ
と
言
う
べ
き

太
田
匡
彦
「
『
社
会
保
障
受
給
権
の
基
本
権
保
障
』
が
意
味
す
る
も
の
|
—
'
「
憲
法
と
社
会
保
障
」
の
一
断
面
」
法
教
二
四
二
号
（
二0
0
0年）
―
-
五
頁
以
下
(
―
二
て
。

で
あ
ろ
う
(
0
頁
）
は
拠
出
と
給
付
と
の
連
関
の
弱
さ
を
指
摘
し
て
い
る
が
、
少
な
く
と
も
経
過
問
題
の
検
討
に
お
い
て
は
拠
出
の
有
無
に
は
一
定
の
意
義
が
与
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る

（
齋
藤
健
一
郎
賛
盟
鱈
峰
）


